
(2)　令和元年のトピックス

　ア　令和元年　腸管出血性大腸菌感染症のまとめ

表１　本市における本年及び過去10年間の血清型別

診断年 合計 O8 O26 O69 O78 O86 O91 O103 O111 O121 O128 O145 O146 O157 O165 不明
平成21年 93 8 1 3 1 1 79
平成22年 34 1 1 2 30
平成23年 34 1 1 1 30 1
平成24年 27 1 23 1 2
平成25年 46 6 7 33
平成26年 35 6 1 3 24 1
平成27年 26 1 1 1 20 1 2
平成28年 29 3 2 23 1
平成29年 23 3 20
平成30年 32 12 1 1 1 1 13 3
令和元年 43 1 1 19 1 1 1 17 2
合計 422 1 36 1 1 1 3 24 7 2 1 14 5 312 2 12

図１　京都市及び全国の報告数の推移（令和元年）

図２　本市の年齢階級別報告数の推移

　京都市における年間報告数は４３例であり，全国の年間報告数は３,７４１例であった。本年は過去５年間で最も報告数が多
く，１０年間でも平成２１年（９３例），平成２５年（４６例）に次いで多かった。
　血清型別では特定の血清型で集団または家族内感染が発生したため，例年に比べてＯ１０３が１９例（４４.２％）と急増した。
その他の血清型はＯ１５７が１７例（３９.５％）であり，Ｏ８，Ｏ９１，Ｏ１２８，Ｏ１４５，Ｏ１４６が各１例ずつ，型別不明が２例報告さ
れた。また，ＨＵＳ（溶血性尿毒症症候群）症例の届出が２例あった。
　年齢階級別では過去５年間平均と比較して，上述の集団または家族内感染のため，１０歳代以下が１９例（１０歳未満１３例，
１０歳代６例）と多かった。推定感染経路は接触感染が１８例，経口感染が１２例，経路不明が１４例であった（重複を含む）。

0

50

100

150

200

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

報
告
数
（
全
国
）

報
告
数
（
京
都
市
）

京都市（散発）

京都市（集団＋家族）

全国

0

2

4

6

8

10

12

14

0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～

報
告
数

令和元年（散発） 令和元年（集団＋家族）

過去5年平均（散発） 過去5年平均（集団＋家族）

週

月



　イ　令和元年　百日咳のまとめ

図２　京都市の性別及び年齢階級別の報告数（令和元年）

　　

※感染経路及びその内訳は，それぞれ重複を含むため，その和は一致しない。

図３　京都市の感染経路別報告数及びその内訳別報告数

本疾患は，感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則の一部を改正する省令によって，平成３０年
１月１日から五類感染症（全数把握疾患）となった。京都市の令和元年の年間報告数は１１３例，全国の年間報告数は１６,８４６例
であった。性別内訳は，男性５４例，女性５９例であった。
年齢階級別でみると，０～９歳が５８例，１０歳代が３３例で１９歳以下で全体の８０.５％を占めた。その他は２０歳代が２例，３０歳

代が３例，４０歳代が９例，５０歳代が１例，６０歳代が３例，７０歳以上が４例であった。
感染経路別をみると，家族内感染が５４例，流行が２５例，不明が４０例であった。家族内感染の内訳をみると，同胞が２６例，母

親が７例，父親が４例，祖父母が２例，その他（配偶者や子等。）が８例，感染源不明が１２例であった。

　　図１　京都市及び全国の報告数の推移
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　ウ　令和元年　インフルエンザのまとめ

図３　京都市及び全国の年齢階級別割合

表１　京都市の過去５シーズンの流行状況

平成３０年/３１年シーズンの流行は，平成３０年第５１週（平成３０年１２月１７日～１２月２３日，３.５８）に，定点当たり報告数が
「１.０」を超え，例年に比べて遅い流行期入りとなった。その後，平成３１年第２週（平成３１年１月７日～１月１３日，３１.６７）に警報
発令の指標「３０」を上回ったため，１月１６日に京都市保健所がインフルエンザ警報を発令した。その後，第４週（１月２１日～１月
２７日，４７.７１）にピークを形成，第７週（２月１１日～２月１７日，９.４５）に注意報レベル「１０」を下回った。
平成３０年/３１年シーズンの全国におけるインフルエンザウイルス分離・検出状況は，Ａ（Ｈ３）型（５５.８％），Ａ（Ｈ１ｐｄｍ０９）型

（３６.３％），Ｂ型（７.８％）の順であった。流行開始時はＡ（Ｈ１ｐｄｍ０９）型が主に分離・検出されて過半数を占める一方，ピークの
辺りから終息にかけてはＡ（Ｈ３）型の割合が増加した。
平成３０年/３１年シーズンの京都市の年齢階級別構成は，５～９歳（２５.９％）が最も多く，次いで０～４歳（２０.４％），１０～１４歳

（１３.６％）の順であった。

また，令和元年/２年シーズンの流行は，令和元年４８週に（令和元年１１月２５日～１２月１日，１.７７）に，定点当たり報告数が
「１.０」を超えて流行期に入り，第５２週（１２月２３日～１２月２９日，１８.２８）にピークを迎えた。だが警戒発令の指標である「３０」を
超えなかったため，警報は発令されずに令和２年第６週（令和２年２月３日～２月９日，８.９１）に「１０」を下回り，第１３週（３月２３日
～３月２９日，０.６８）に「１.０」を下回った。なお，全国のインフルエンザウイルス分離・検出状況は，令和２年７月２２日現在におい
て，Ａ（Ｈ１ｐｄｍ０９）型（８６.４％），Ｂ型（１１.５％），Ａ（Ｈ３）型（２.１％）の順になっている。

図２　全国のインフルエンザウイルス分離・検出数の推移

図１　京都市及び全国の定点当たり報告数の推移
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図２　京都市の過去５年間の定点当たり報告数の推移

図３　京都市の年齢階級別割合の年次推移

京都市における令和元年の定点当たり報告数は，第２３週（６月３日～９日，３.００）から過去５年平均値及び全国の定点当たり報告数を
上回って推移し，第２６週（６月２４日～３０日，１２．０９）にピークを迎えた。全国の定点当たり報告数はこの後さらに上昇し，第３０週（７月
２２日～２８日，１３.４４）にピークを迎えており，本市の流行が全国と比べ，若干早い傾向となった。本市の過去５年の定点当たり報告数の
推移と比較すると，流行の開始は過去５年間で報告数の多かった平成２７年及び２９年よりも遅く，また両年よりも早く終息しているが，
ピーク時の報告数は過去５年間で最も報告数の多かった平成２７年度に次いで多かった。
年齢階級別では，１歳（３８.２％），２歳（２１.２％），６箇月～１１箇月（１１.６％）の順となり，過去５年間の本市及び令和元年の全国の年

齢階級別割合と比べ，好発年齢の２歳以下の割合が最も高かった平成２９年に次いで多かった。

　エ　令和元年　手足口病のまとめ

図１　京都市及び全国の定点当たり報告数の推移
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図３　京都市の年齢階級別割合の年次推移

図２　京都市の過去10年間の定点当たり報告数の推移

京都市における令和元年の定点当たり報告数は，第１週（１２月３１日～１月６日，０.３０）から過去５年平均値を上回って推移し，第２８
週（７月８日～１４日，１.７７）に最も高い値を示した。京都市の過去１０年間の定点当たり報告数の推移をみると，平成２３年，２７年及び令
和元年にピークがあり，約４年周期で流行している。過去１０年間では令和元年が最大の報告数となった。
年齢階級別で比べると，年により差はあるものの，６歳以下が約７割を占めており，令和元年では４歳（１８.１％）が最も多く，次いで５歳

（１６.６％），３歳（１３.７％）の順であった。

　オ　令和元年　伝染性紅斑のまとめ

図１　京都市及び全国の定点当たり報告数の推移
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